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近距離無線規格であるBluetoothの普及を背景とし，諸外国ではBluetoothのMACアドレス（個体識別ID）

を路側で把握することで旅行時間計測やOD計測など交通調査に活用する試みがなされている．わが国で

もBluetoothを搭載した電子機器や通信機器が市場に出回るようになっていることから，受信機を設置した

任意地点間の旅行時間が計測可能と考えられる． 

本研究では，BluetoothのMACアドレスを計測・記録して旅行時間計測を行うための調査システムについ

て検討するとともに，実環境で容易に利用可能な計測ツールの開発を行った．さらに，一般道路や都市高

速道路を対象として旅行時間を観測したケーススタディを通じて，Bluetoothを用いた旅行時間計測に関す

る基礎的な分析を行い，現段階でも旅行時間調査に適用可能なシステムであることが確認できた． 
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1. はじめに 

 

近距離無線規格である Bluetooth の普及を背景とし，

諸外国では Bluetooth の MAC アドレス（Media Control 

Access address・個体識別 ID）を路側で把握することで旅

行時間計測や OD計測など交通調査に活用する試みがな

されている．わが国でも Bluetooth を搭載したヘッドセ

ットやカーナビゲーション等の電子機器および携帯電話

やスマートフォン等の通信機器が市場に出回るようにな

っていることから，上記のような交通調査への適用可能

性が徐々に高まっていると思われる． 

本研究では，Bluetooth の MAC アドレスを計測・記録

して旅行時間計測を行うための調査システムについて検

討するとともに，実環境における取り扱いが容易な計測

ツールの開発を行う．さらに，一般道路や都市高速道路

を対象として旅行時間を観測したケーススタディを行っ

て，Bluetooth を用いた旅行時間計測の可能性と今後の課

題について述べる． 

 

2.  既往研究のレビュー 

 

旅行時間情報は多様な交通情報の中でも最も重要な情

報の一つであり，適切な交通マネジメントのため，正確

な旅行時間計測手法の確立が求められている．これまで

に提案・実用化されている主な手法としては，車両感知

器による集計データを利用した同時刻和法・タイムスラ

イス法やAVIによる地点間旅行時間計測手法が挙げられ

る．しかしながら，集計データを用いる場合には推計さ

れた旅行時間の正確性や交通状況の急変への対応性など

に課題がある．また，AVIを用いる場合，旅行時間の直

接的な観測が可能となるが，導入コストに課題があるほ

か，プライバシーの問題も指摘されている． 

一方，BluetoothのMACアドレスを利用した旅行時間計

測手法では，機器に対してユニークなIDが特定されると

いう点でプライバシーの問題は依然存在するものの，旅

行時間を直接観測でき，かつ導入コストが安価であるこ

と1)から，主に2008年以降，実運用に向けた研究・検討

が欧米諸国を中心に進められている．具体的には、

MACアドレスマッチングによって計測された旅行時間

の精度検証を行った研究事例2)3)4)5)やOD交通量を推計し

た事例6)7)が報告されている．また，Bakula et al. 
8)は実験に

基づき，MACアドレスの検知率を受信機からの距離・
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走行速度の関係で整理しているほか，Brennan et al. 
9)は受

信機の設置位置とMACアドレスの検知率の関係を明確

化するなど，MACアドレスの検知特性を把握する研究

もなされつつある．さらに，異なる電界強度を持つ複数

の受信機を同時に用いることにより旅行時間の計測精度

を高める手法10)も提案されており，Bluetoothを利用した

旅行時間計測システムの高度化が進められている．その

他，アジア諸国での適用事例11)12)や，歩行者13)・自転車14)

の旅行時間計測事例なども散見される． 

その一方で，わが国ではBluetoothを用いた車車間通

信・路車間通信システムの構築に関する研究事例15)16)は

散見されるものの，MACアドレスマッチングによる旅

行時間計測の可能性を検討した事例は未だ見当たらない．

一般的に普及している携帯電話やスマートフォンの仕様

やBluetoothを利用した車載機器の普及率は国によって異

なることが予想される．そのため，一般街路や高速道路

でのMACアドレスの検知率や，それを用いた旅行時間

計測の可能性については必ずしも自明ではない．すなわ

ち，わが国を対象として，Bluetoothを用いた旅行時間計

測の適用可能性を検証する意義は少なくないといえる． 

 

3. 調査システム概要 

 

(1) 旅行時間の算定手法 

一般の道路利用者が所有する電子機器に搭載されてい

る Bluetooth を活用して任意区間の旅行時間を計測する

には，まず，利用者が所有している Bluetoothの MACア

ドレスを路側に設置した Bluetooth レシーバ（受信機）

で取得し，その MACアドレスを取得したタイムスタン

プとともに記録することが必要である．MAC アドレス

は，ネットワーク上でノードを識別するために設定され

ている LAN カードなどのネットワーク機器のハードウ

ェアに一意に割り当てられる物理アドレスであり，48

ビットの符号で表現される．最初の 24 ビットがベンダ

ーID部，次の 8ビットが機種 ID，最後の 16ビットがシ

リアル IDとなることが一般的であり，上位 32ビットで

ネットワーク機器の機種名まで特定可能である．この

MAC アドレスは世界で唯一の番号であるため，異なる

地点で観測された同一 MACアドレスのタイムスタンプ

を比較（マッチング）することで地点間の旅行時間計測

が可能となる．2 地点間旅行時間の算出イメージを図-1

に示す． 

 

 (2) MACアドレスのマッチングに係る課題 

Bluetooth には電界強度を規定したクラスという概念が

あり，各機器はいずれかのクラスに分類されている（表

-1）．Bluetoothの通信可能距離は Class1の場合には 100m

程度に達するため，例えば一般道路と高速道路が並行す

るような場所で観測を行った場合，道路種別を区分する

ことは困難である．さらに，旅行時間を計測する 2地点

がともに一般道路と高速道路が並行しているような場合

には，高速道路利用と一般道路利用の旅行時間が混在し，

多峰型の旅行時間分布を示してしまうことが想定される。

また，計測区間が短い場合には，徒歩や自転車など自動

車以外の手段で移動したトリップの旅行時間が計測され

る可能性もある．従って，Bluetooth を用いる場合には，

マッチングで算定した旅行時間をそのまま用いるのでは

 

・・・

MACアドレス： 01-23-45-67-89-AB 通過時刻：08:15:25

MACアドレス： 98-13-55-67-80-BC 通過時刻：08:16:10

MACアドレス： 75-33-45-77-19-HB 通過時刻：08:17:05

・・・
路側に設置した

Bluetoothレシーバー

・・・

MACアドレス： 99-13-55-66-99-CB 通過時刻：08:04:58

MACアドレス： 11-23-34-57-11-FC 通過時刻：08:05:11

MACアドレス： 98-13-55-67-80-BC 通過時刻：08:06:00

・・・

MACアドレス： 98-13-55-67-80-BCのBluetooth機器を登載した車両の
地点Aと地点Bの通過時刻の差分により、旅行時間を算定

地点A

地点B

同じMACアドレスをマッチング

 

図-1 2地点間旅行時間の算定イメージ 

 

表-1 Bluetoothの電界強度クラス 

クラス 出力 到達距離

Class 1 100mW 100m

Class 2 2.5mW 10m

Class 3 1mW 1m

 
 

 

最 初 に 取 得
されたレコード

最 後 に 取 得
されたレコード

T

T+1

T+2

T+3 T+4

地点A 通過時間 t

半径100m程度（Class 1）

T+5
T+6

T+7

T+8

旅行時間 TT＝（T+6）－（T+1)

最 初 に 取 得
されたレコード

地点A 地点B

半径100m程度（Class 1）

 

図-2 旅行時間算定イメージ図（最初に取得された 

   レコードを地点通過時刻として採用した例） 

 

 
・取得されたMACアドレスがタ
イムスタンプとともに表示
・赤字は、事前に登録されて
いたMACアドレスを示す
・機器の名前解決できた場
合には表示
・探索用APIを発行してから

MACアドレスが返ってきた経
過秒も表示

 

図-3 開発したツール画面キャプチャ（タブレット） 
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なく，何らかのクリーニングを行う機能が必要となる．

なお，高速道路利用の場合には途中の SAや PA等への

立ち寄り，一般道路利用の場合には店舗などへの立ち寄

りや道路の迂回等によって極端に大きい旅行時間が含ま

れている可能性もあり，同様に何らかのクリーニングが

必要となる。 

さらに，通信可能距離が長いことに起因するもう一つ

の課題に対処するための機能も必要である．具体的には、

交通状況によっては通信可能距離内で同一 MACアドレ

スを複数回受信する可能性があるため，これらのデータ

から地点通過時刻を決定するための機能が不可欠である．

地点通過時刻を決めるための具体的なアルゴリズムは今

後実証実験等を通じて検討する必要があるが，本研究で

は、単純にそれぞれの地点において最初に取得されたレ

コードを地点通過時刻として採用することとした（図-

2）． 

 

(3) 計測ツールの開発 

近隣に存在する MACアドレスを定期的に取得し，フ

ァイルに出力保存する計測ツールを開発した．屋外で利

用することを考慮してスマートフォンもしくはタブレッ

ト上で動作することとし，OS は Android（バージョン

2.0 以上）とした．開発したツールのキャプチャを図-3

に示す．MAC アドレスを取得するために，まず，近隣

に存在するBluetoothを探索するAPIを発行する．発行後，

API がタイムアウトするまでの間，不定期に返信されて

くる近隣に存在する Bluetooth機器からの MACアドレス

をタイムスタンプと共にファイルに出力している．通常

は，約 12 秒程度で自動的にタイムアウトが発生するが，

このツールでは，タイムアウトまでの時間を自由に設定

することを可能とした．また，探索用 APIを発行してか

ら MACアドレスが返ってくるまでの経過秒も同時に保

存することとした． 

 

4. 基礎実験 

開発したツールを用いて，屋内にて MACアドレスを

取得する基礎実験を実施した．実験では，10cm 程度の

近傍に Bluetooth機器を 10台設置し，タイムアウト秒を

10 秒として，連続で 30回 MACアドレスの取得を行っ

た．実験イメージを図-4に示す．また，APIを発行して

から MACアドレスが返ってくるまでの経過秒を集計し

た結果を図-5に示す． 

MAC アドレスの取得数は，API を発行してからの経

過秒に応じて増えていくが，5 秒を過ぎたあたりから，

その傾きが緩やかになっている状況が見てとれる．また，

10秒経過時点でも全ての MACアドレスの取得はできず，

MAC アドレス取得数の構成比は 69%にとどまった．こ

の結果からは，むやみにタイムアウトまでの秒数を長く

設定しても全ての MAC アドレスは取得できず，逆に

API発行後に通信可能エリアに進入してきた Bluetooth機

器の MACアドレスを取得する機会を逸することになる

可能性が高いことが示唆される．一方，経過秒が 5秒と

10 秒で取得構成比の差分（約 12%）は無視できるほど

 

MACアドレス取得ツール

タブレット＠７台

デ ス ク ト ッ プ
パソコン＠１台

ノートパソコン
＠２台

タブレット（ Class1 ）

（Class2 ）

（Class １）
（Class１）

《10cm程度》

 
図-4 MACアドレス取得実験イメージ図 
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図-5  API発行からの経過秒と取得数の関係 

 

地点B
四つ橋筋：堂島

地点A
四つ橋筋：本町

北向きの一方
通行・1.6km

16:05 ～ 17:23 (1 時間18分）

16:00 ～ 17:13 (1時間13分）

2012年11月6日（火）晴

 

図-6 一般道での実証実験概要 

 

表-2 MACアドレス取得数集計結果 

（上表：クリーニング前，下表：クリーニング後） 

クリーニング前

 総取得数 1,374 (18) 1,727 (24)

 ユニーク数 160 (2) 176 (2)

クリーニング後

 総取得数 447 (6) 533 (7)

 ユニーク数 155 (2) 171 (2)

※（）は1分あたりの取得数

地点A：  本町 地点B： 堂島

地点A： 本町 地点B： 堂島
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小さいものではない． 

以上の考察を踏まえて，次章の実証実験ではタイムア

ウトまでの秒数を 10 秒に設定するとともに，1 つの地

点で複数の取得ツールを動作させることで取得できる

MACアドレス数を確保することとした。 

 

5. 実証実験 

開発したツールを用いて，一般道路および高速道路の

2 地点間を対象とした旅行時間計測の実証実験を実施し，

サンプル数や旅行時間を集計・分析した． 

 

(1) 一般道路での実証実験 

図-6に示す 2地点間で実証実験を実施した．地点 A，

地点 B それぞれの地点で開発したツールを入れたタブ

レットを 2台づつ設置して MACアドレスの取得を 1時

間 30分程度行った． 

a) MACアドレスの取得数 

2 地点で取得された MAC アドレスの取得総数および

ユニークな MAC アドレスの集計結果を表-2（上表）に

示す．1 分あたりの取得数に換算すると、地点 A で 18

個，地点 Bで 24個であり，かなりの数の MACアドレ

スが取得できている．しかし，このデータには、オフィ

スや店舗などに設置されたパソコンやプリンターなどの

固定機器の MACアドレスも含まれている可能性がある． 

MAC アドレス別の取得数を地点別に集計した結果

（上位 10 位まで）を表-3 に示す．ここで，滞在時間換

算値とは，その地点に滞在していたと推定される秒数で

あり，取得数×10 秒（MAC アドレス取得ツールのタイ

ムアウト秒を 10 秒として計測を行ったため）により算

出した値である．滞在時間換算値が大きい MACアドレ

スが少なからずみられるが，これは計測地点の近傍に存

在する機器（例えばコピー機やパソコンなど）のアドレ

スを連続して取得し続けているためと思われる．本研究

では，このような移動体以外のデータを除去することと

し，閾値を 5分としてデータのクリーニングを行った．

クリーニング後の MAC アドレスの集計結果を表-2（下

表）に示す．また，時間帯別の MACアドレスの取得数

を図-7 に示す．時間帯により多少バラツキはあるもの

の，特定の時間に偏って取得されているわけではないこ

とがわかる． 

b) 旅行時間 

地点 A：本町から地点 B：堂島までの旅行時間を算定

した結果を表-4に示す．マッチングできた MACアドレ

スは全部で 30 件であり，そのうち，旅行時間がマイナ

ス（堂島から本町への移動）となったデータが 1件あっ

た（SEQ：30）．また，旅行時間が他と比較して大きい

値となっている結果も確認された（SEQ：8，18）．こ

れは経路途中で立ち寄りを行った車両や，車以外で移動

表-3 MACアドレス別取得数（上位 10位まで） 

地点A：　本町

順位 MACアドレス 名前 取得数 構成比
滞在時間

換算値（分）
1 00:18:XX:FB:C0:XX 707SC 412 30.0% 68.7
2 00:03:XX:32:81:XX 220 16.0% 36.7
3 5C:9A:XX:1E:CB:XX T008 170 12.4% 28.3
4 7C:6D:XX:91:B5:XX iMac 71 5.2% 11.8
5 00:1D:XX:8C:A8:XX 54 3.9% 9.0
6 00:1C:XX:3B:30:XX 14 1.0% 2.3
7 00:22:XX:6F:CF:XX ECLIPSE BT 14 1.0% 2.3

8 40:2C:XX:67:52:XX H1111025 12 0.9% 2.0
9 00:24:XX:21:07:XX 11 0.8% 1.8
10 68:79:XX:98:76:XX 10 0.7% 1.7

地点B：　堂島

順位 MACアドレス 名前 取得数 構成比
滞在時間

換算値（分）
1 00:10:XX:EC:47:XX Canon MP610 539 31.2% 89.8
2 00:19:XX:E6:BF:XX WELL-PC 433 25.1% 72.2
3 00:1F:XX:32:E6:XX MobileHi-Vision 118 6.8% 19.7
4 00:22:XX:5D:24:XX 67 3.9% 11.2
5 64:B9:XX:E6:8B:XX iMac 37 2.1% 6.2
6 00:17:XX:80:76:XX BP-80 25 1.4% 4.2
7 BC:B1:XX:2A:5D:XX SH004 13 0.8% 2.2
8 00:26:XX:7E:94:XX RAKU NAVI 13 0.8% 2.2

9 00:1F:XX:38:B0:XX CA003 12 0.7% 2.0
10 E8:9D:XX:75:4F:XX T005 12 0.7% 2.0  
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図-7 時間帯別MACアドレス取得数（クリーニング後） 

 

表-4 旅行時間算定結果（クリーニング前） 

SEQ MACアドレス 名前
地点A：本町
計測時刻

地点B：堂島
計測時刻

旅行
時間

1 00:22:XX:11:ED:XX 16:00:28 16:05:53 5:25
2 34:C7:XX:F3:01:XX 16:00:31 16:05:58 5:27
3 34:C7:XX:E4:0E:XX 16:11:20 16:15:59 4:39
4 44:A7:XX:13:63:XX 16:13:46 16:18:24 4:38
5 00:22:XX:16:83:XX 16:13:47 16:18:34 4:47
6 00:07:XX:FD:A1:XX 16:23:36 16:28:07 4:31
7 6C:23:XX:E8:9E:XX S007 16:23:45 16:28:34 4:49
8 68:79:XX:EA:5A:XX 16:25:56 17:11:15 45:19
9 00:12:XX:95:8A:XX 16:28:06 16:33:37 5:31
10 00:17:XX:89:61:XX 16:29:04 16:35:55 6:51
11 00:22:XX:18:7D:XX 16:32:00 16:37:05 5:05
12 00:14:XX:B2:4A:XX 16:32:59 16:36:14 3:15
13 00:22:XX:03:85:XX 16:37:55 16:42:27 4:32
14 00:22:XX:6F:DD:XX ECLIPSE BT 16:41:31 16:45:54 4:23
15 04:98:XX:7F:5A:XX 16:46:14 16:50:59 4:45
16 34:C7:XX:45:52:XX CAR MULTIMEDIA16:46:46 16:52:16 5:30
17 BC:B1:XX:72:F0:XX 16:48:26 16:53:04 4:38
18 00:24:XX:1E:8A:XX 16:50:48 17:07:22 16:34
19 A0:DD:XX:4A:0F:XX 16:53:47 16:58:14 4:27
20 6C:23:XX:F7:D5:XX 16:55:00 16:58:35 3:35
21 5C:9A:XX:55:E4:XX F001 17:01:33 17:06:19 4:46
22 00:1E:XX:BF:9F:XX 17:01:40 17:06:16 4:36
23 00:22:XX:70:AE:XX ECLIPSE BT 17:03:46 17:08:20 4:34
24 00:22:XX:2D:21:XX 17:03:55 17:08:31 4:36
25 90:03:XX:42:F7:XX RAKU NAVI 17:04:07 17:08:33 4:26
26 68:79:XX:EA:5A:XX 17:05:13 17:09:31 4:18
27 00:26:XX:95:71:XX 17:05:53 17:10:42 4:49
28 90:03:XX:13:28:XX 17:06:27 17:11:06 4:39
29 00:22:XX:12:5A:XX 17:10:51 17:15:43 4:52
30 BC:B1:XX:5D:A1:XX 17:11:39 17:02:05 - 9:34  
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したトリップのデータであると推察される．これらのデ

ータを除くと，平均旅行時間は 4 分 45 秒，標準偏差は

39 秒であった．クリーニング後の旅行時間算定結果を

図-8 に示す．対象が信号制御のある路線であることに

鑑みると，標準偏差はそれほど大きくなく，安定的な旅

行時間計測ができていると考えられる．また，時間帯を

5 分単位で集約した場合にはデータが欠損する時間帯が

生じるが，集約時間を 10 分単位にすれば各時間帯の代

表値は得られそうな結果となっている． 

 

(2) 高速道路での実証実験 

阪神高速道路上の 2地点間で実証実験を実施した（図

-9）．一般道路での実証実験と同様に，地点それぞれに

2 台ずつタブレットを用いて，タイムアウト 10 秒で

MACアドレスの取得を行った． 

a) MACアドレスの取得数 

2 地点で取得された MAC アドレスの取得総数および

ユニークな MAC アドレスの集計結果を表-5 に示す．1

分あたりの取得数に換算すると，地点 Aで 11個，地点

Bで 3個程度であり，地点 Aの方が多い結果となった．

なお，一般道路での実証実験の結果と同様に，このデー

タにも移動体以外のデータも含まれている可能性がある

ため，MAC アドレス別のデータ取得数を集計した．結

果的に，地点Aおよび地点 Bともに同一のMACアドレ

スが連続して大量には取得されておらず，クリーニング

の必要はなかった． 

それぞれの地点における断面交通量（車種計・方向

計・2 時間計）を平成 22 年道路交通センサスから集計

し，さらに取得できたユニークな MACアドレス数とと

もに整理した結果を表-5に示す．Bluetooth機器を所持し

た歩行者や自転車の影響もあるため厳密な値は算出でき

ないが，自動車交通量と取得されたユニーク数から

MAC アドレスの抽出率を試算したところ，地点 A で

4.8%，地点 B で 3.0%となった．なお，断面交通量の差

以上に地点 B での取得数が地点 A に比べて少なくなっ

ている．これは，地点 B の設置環境が影響していると

考えられる．地点 B は，池田線下り方向である，北行

きの府道 10 号沿いの歩道上に機器を設置して計測を行

ったため（地点 A は道路上の歩道橋に設置），反対車
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図-8 旅行時間算定結果（クリーニング後） 

 

 

地点A：
13号東大阪線

法円坂付近

2013年3月12日（火）晴 10:00～12:00

地点B
11号池田線
加島付近

9.3Km 計測地点

↓阪神高速

↓一般道

計測地点

 
図-9 阪神高速道路での実証実験概要 

表-5 MACアドレス取得数集計結果 

 　A. 総取得数 1,326  (11) 414  (3)

 　B. ユニーク数 786   (7) 351  (3)

 　C. 交通量計（台）※ 16,373 <6,235> 11,628 <1,905>

 　D. 抽出率（B/C） 4.8% 3.0%

※H22道路交通センサスデータより／車種計・方向計・2時間計

※<>は一般道路のみの交通量，（）は1分あたりの取得数

地点A： 法円坂 地点B： 加島
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図-10 時間帯別MACアドレス取得数 
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図-11 旅行時間算定結果 
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線である池田線上り方向の MACアドレスが取得しにく

い状況となっていた可能性が高い．反対車線までの間に

は低い分離帯があり、歩道－一般道（2 車線）－《分離

帯》－高速道（2 車線）－《分離帯》－高速道（2 車

線）という形状で 25m 程度の距離があり，また，タブ

レットを歩道上に設置したため，Bluetooth の電波が分離

帯によって遮断されていた可能性がある．今後は，計測

機器の設置位置や設置条件（高さや遮蔽物の有無など）

による影響を確認する必要がある． 

次に，時間帯別の MAC アドレスの取得数を図-10 に

示す．時間帯により多少バラツキはあるものの，特定の

時間に偏って取得されていたり，あるいは連続的にデー

タが欠損した時間があるわけではないことを確認するこ

とができる． 

b) 旅行時間 

2地点間（地点 A：法円坂と地点 B：加島）の旅行時

間を方向別に算定を行った．地点 A から地点 B の方向

（下り方向）では，17 件マッチングできた．そのうち，

1 件だけ旅行時間が他と比較して大きい値（1 時間 5

分）となっており異常値データとして除去した．一方，

地点 Bから地点Aの方向（上り方向）では，6件マッチ

ングできたものの，旅行時間が 1時間以上と異常値と思

われるデータが 4件あり，異常値データ除去後の算定結

果は 2件のみとなった．異常値を除去した後の旅行時間

分布を図-11 に示す．ここで，実所要時間とは，阪神高

速道路上に 500m ごとに設置されている車両検知器で計

測された旅行速度データから，タイムスライス法を用い

て旅行時間を算定した推定値である． 

当日は 11 号池田線下り福島合流を先頭とする渋滞に

よって環状線から放射路線上りにかけて渋滞が延伸して

おり，その渋滞は概ね 11 時過ぎから解消に向かうとい

った交通状況であった（逆に 11 号池田線上りの塚本合

流では渋滞が発生していない）．図-11 の旅行時間分布

はこのような交通状況と整合的な結果であり，実旅行時

間ともほぼ一致していることから，Bluetooth を活用する

ことで高速道路上でも旅行時間計測が可能であることを

示している．概ね 15 分単位であれば旅行時間の代表値

が算定が可能な程度にはデータが取得できる結果であっ

た． 

 

6. おわりに 

本研究では，開発した調査ツールを用いて 2地点で計

測された Bluetoothの MACアドレスから区間旅行時間を

算定する手法および問題点について整理を行った．また，

一般道路及び高速道路における実証実験を行った結果，

以下のような知見が得られ，現段階でも旅行時間調査に

適用可能なシステムであることが確認できた． 

・場所により異なるが，交通量の多い都市部において

は 2～7個/分のユニークな MACアドレスが取得可

能である 

・現状でも，マッチングされたサンプルを用いて一般

道路では概ね 10分単位，高速道路では 15分単位で

旅行時間の代表値を算定できるレベルにある 

・高速道路における実証実験で得られた異常値除去後

の旅行時間分布は，実験当日の交通状況と整合的

な傾向を示しており，一定の精度で旅行時間を計

測できる可能性がある 

今後は，当該システムを用いて計測した観測値と AVI

や ETC などから算出した真値との比較を通じた旅行時

間精度の検証を複数区間において実施する必要がある．

また，効率的にデータを取得するためには，計測機器の

設置位置や設置条件について検討を行うことが必要であ

る． 
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